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東北地方太平
洋沖地震による
震度分布（気象庁）
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日本列島周辺の
プレート構造

プレート沈み込み
による海溝型地震
の発生



破壊の伝播速度
約３ｋｍ/秒

震源域の広がり
がMを決定

一般的な地震発生の模式図



地震発生の模式図
今回の地震の
震源域（USGS)



東北地方太平洋沖地震による津波
（気象庁：痕跡調査等

による最大波高）

青森県八戸 6.2m

岩手県大船渡 11.8m

釜石 9.3m

久慈港 8.6m

宮城県石巻市 7.7m

仙台港 7.2m

福島県相馬 9.3m

茨城県大洗 4.2m



東北地方太平洋沖地震による地殻変動

つくば
東へ51cm

10cm沈下

東京
東へ20cm

5cm沈下

南三陸町志津川
東南東へ4.4m

75cm沈下



逆断層による地表面および地中の変形

陸地



余震活動（M≧5）
（3月11日-31日：気象庁）

本震後10日間の積算地震回数

本震後20日間の震源分布

日
本
海
溝



広義の余震

余震活動（M≧5）

狭義の余震
（本震の断層面近くで発生）

秋田沖 3/12  04:47（M6.4）

長野北部 3/12 03:59（M6.7）

茨城北部 3/16  12:52（M6.1）
福島南部 3/19  18:56 (M6.1)

福島南部 3/23  07:12（M6.0)

静岡東部 3/15 22：31（M6.4）

3/11-31の震源分布（気象庁）



本震から1ヶ月間（3/11-4/11）の余震活動（M≧5）
と大地震（M≧7）
の発震機構解。

①3/11 14:46三陸沖M9.0

② 15:08岩手沖M7.4

③ 15:15茨城沖M7.7

④ 15:25三陸沖M7.5

⑤4/ 7  23:32宮城沖M7.1

⑥4/11 17:16福島東M7.0

（気象庁）



前震活動

東北地方太平洋沖地震発生の2日前：三陸沖（M7.3）

最大震度：５弱
「津波注意報」発令→大船渡 0.6ｍ，釜石 0.4mなど

（気象庁）



太平洋沖海溝型地震の長期発生予測
予想Mと今後30年以内の

発生確率（地震調査研究推進本部）

M8.0 （0.5%～10%）

過去に大地震なく評価不能

M8.0 
（連動時）

過去に大地震なく評価不能

M8.2 （津波地震～20%）
M8.2（正断層地震～4-7%）

M7.7 （80%～90%）

M7.5 （99%）

M7.4 （7%程度以下）

M6.7～7.2 （90%程度以上）



誘発現象の問題（１）海溝型地震

2004スマトラ沖
M9.1

2005ニアス島
M8.4

32時間

2年

32時間

2年



ニュージーランド南島

2011東北地方太平洋沖地震（M9.0）北アナトリア断層（トルコ）

1968十勝沖地震（M7.9）
1994三陸はるか沖地震（M7.5）

1677（延宝）房総沖

地震（M8.0）

2010年9月（M7.3）
カンタベリー地震

2011年2月（M6.3）
ｸﾗｲｽﾄﾁｬｰﾁ地震



誘発現象の問題（２）内陸地震

3/12 03:59

長野北部（M6.7）

3/12 04:47

秋田沖（M6.4）

3/15 22:31

静岡東部（M6.4）

福島南部（M6.1）
茨城北部（M6.1）

（産総研HPより）

1896年6月
明治三陸地震（M8.2）

1896年8月
陸羽地震（M7.2）

4月11日福島東部
深さ6km（M7.0）



誘発現象の問題（３）火山噴火

日光白根山

焼岳・乗鞍岳

富士山 箱根

伊豆東部・伊豆大島

新島・神津島

49日後

富士山

宝永火口

秋田焼山・岩手山
秋田駒ケ岳

草津白根山
浅間山

白山

（河野作図）

2004ｽﾏﾄﾗ沖地震（M9.1）の1年4ヶ月後



（結語２）今回のように超巨大な地震が起こった後，
周辺でどのような現象が発生するかは予断を
許さない状況であり，今後とも注意深く活動を

見守っていく必要がある。

ご清聴
ありがとうございました

（結語１）余震は盛衰を繰り返しつつも，数か月ほど
をかけて，徐々におさまっていくと思われる。


